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黒松内の未来に� つながる予算に

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
初
日
に
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
で
総
務
経
済
常
任
委
員
会
付
託
と
な
り
審
議
を
行
っ
て
い
た
請
願
の

採
決
を
行
っ
た
ほ
か
、
町
長
よ
り
令
和
３
年
度
当
初
予
算
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
指
定

管
理
者
の
指
定
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の
変
更
な
ど
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
２
日
目
に
４
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経
て
最
終
日
に
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
な
ど
18
議
案

を
可
決
し
閉
会
し
た
。

令和３年第１回

３月定例会
（８日～１６日）

定 例 会 の
あ ら ま し

令和３年度一般会計当初予算
４２億８，９３３万円を可決

（前年度比　５．２％の増）

一 般 会 計 の 内 訳

人件費
７億1,820万円
（17%）

扶助費
３億7,195万円
（9%）

公債費
６億9,254万円
（16%）

投資的経費
４億9,644万円
（11%）

物件費
６億4,241万円
（15%）

維持補修費
１億2,114万円
（3%）

補助費等
７億6,499万円
（18%）

繰出金
３億4,391万円
（8%）

その他
１億3,775万円
（3%）

義

務

的

経

費

そ
の

他

の

経

費

投資的経費

歳 出

（支 出）

町税
2億3,405万円

(5%) 繰入金
3億2,656万円
（8%）

財産収入
2億46万円
（5%）

寄附金
２億円
（5%）

その他
2億2,612万円
（5%）

地方交付税
21億2,600万円
（49%）

町債
4億2,744万円
（10%）

国庫支出金
2億5,823万円
（6%）

道支出金
1億5,375万円
（4%）

その他
1億3,672万円
（3%）

自
主

財

源

依

存

財

源

歳 入

（収 入）

（単位：千円）

会　計　名 Ｒ３予算 Ｒ２予算 増減（率）

一 般 会 計 4,289,332 4,076,449 212,883(5.2%)

特

別

会

計

簡 易 水 道 92,504 91,487 1,017(1.1%)

公 共 下 水 道 事 業 242,580 251,567 △8,987( △3.6%)

国 民 健 康 保 険 事 業 189,120 203,614 △14,494( △7.1%)

老 人 保 健 施 設 事 業 55,404 56,194 △790( △1.4%)

後 期 高 齢 者 医 療 54,497 48,493 6,004(12.4%)

国民健康保険診療所事業 211,535 231,912 △20,377( △8.8%)

〈用語解説〉

○義務的経費：歳出のうち、支出が法令などで義務付けられ、任意に縮減できない性質の経費。人件費・扶助

費・公債費（借入金の返済）をいう。

○投資的経費：道路、橋、公園、町営住宅等の建設など行政水準の向上に直接寄与し、支出の効果がストックと

して将来に残るものをいう。

○自 主 財 源：自主的に収入しうる財源。町税、使用料及び手数料、寄附金など。

○依 存 財 源：国（または都道府県）からの意思決定に基づいて収入される財源。地方交付税、国庫支出金、地

方譲与税など。
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くらしを支える　まちの予算

黒松内の未来に� つながる予算に

くらしを支える　まちの予算 ど
う

 

使
う
？

注目の事業をピックアップ！

学校給食センター更新事業

２億３５万４,０００円
現在の給食センターは昭和５６年度に建設され、施設の老朽化

や現行の学校給食衛生管理基準を満たせていないことから、今

後も安全・安心な学校給食を定期的に提供するため、令和３年

度から２年間で新たな給食センターを建設するための経費を計

上。令和４年８月からの供用を開始する予定。

新型コロナウイルスワクチン接種事業

１,２７３万円
新型コロナウイルス感

染症のワクチン接種に

係る経費を計上。

ワクチン接種はブナの

森診療所で行う。

商 工 業 運 営 補 助 事 業

１,６８６万円
プレミアム商品券やく

ろまつないポイント

カード事業などに対し

て補助を行う。

本年度から町主催の各

種教室や検診、イベン

ト参加者へ行政連携ポ

イントの付与を開始。
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一
般
会
計

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
売
上

げ
が
減
少
し
た
ブ
ナ
の
里

振
興
公
社
、
旅
館
及
び
飲

食
店
等
へ
の
経
営
支
援
策

や
、
主
な
指
定
避
難
場
所

へ
の
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備
費
、
町
内
酪
農
家
が

行
う
規
模
拡
大
な
ど
の
た

め
の
施
設
整
備
に
対
す
る

補
助
に
つ
い
て
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
た
。

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

簡
易
水
道
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

指
定
管
理
者
の
指
定

▼
施
設
の
名
称

　

黒
松
内
町
地
域
再
生
拠
点

交
流
観
光
実
験
研
究
施
設

▼
指
定
管
理
者

　

㈱
ア
ン
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ロ

マ
ー
ジ
ュ

▼
指
定
の
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

▼
令
和
２
年
11
月
分
～
令
和

３
年
１
月
分
の
出
納
検
査

の
結
果
、
誤
り
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
旨
報
告
さ
れ

た
。

補 

正 

予 

算

指
定
管
理
者

報

告

指定避難所へ設置する Wi-Fi ルーター
（デジタル機器をインターネットに接続する装置）

黒松内町議会は
動画サイト  で視聴できます

自宅で議会を
傍聴しませんか？

視聴方法（ＰＣ）：町ホームページ＞町の基本情報＞黒松内町議会＞議会中継＞ＹｏｕＴｕｂｅ
※　スマホや携帯電話をお持ちの方は、右のＱＲコードを読み込んでください。

☟check！

コロナ禍で売上げの減少した振興公社等へ支援を行う

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
券
の
増
額

▼
現
在
１
枚
４
０
０
円
の
助

成
券
を
５
０
０
円
に
増
額

す
る
た
め
、
町
さ
さ
や
か

暮
ら
し
の
支
援
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

議
員
活
動
の
環
境
整
備

▼
標
準
町
村
議
会
会
議
規
則

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
町

議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
し
、
出
産
、
育
児
、

看
護
、
介
護
な
ど
を
欠
席

事
由
に
明
記
し
、
議
員
の

産
休
に
つ
い
て
も
産
前
６

週
、
産
後
８
週
を
規
定
し

た
。

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

そ
の
他
の
議
案

▼
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
変
更

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

改

正
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る
。

教
育
行
政
報
告

▼
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
寄
贈

　

２
月
16
日
、
岩
内
町
の
進

藤
義
次
様
か
ら
町
民
の
文
化

振
興
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
１
台
を
寄
贈
い
た
だ
い

た
。
文
化
団
体
活
動
等
に
お

い
て
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

▼
第
93
回
選
抜
高
等
学
校
野

球
大
会
出
場

　

町
出
身
の
宮
下
朝
陽
君

が
、
北
海
道
か
ら
の
選
抜
校

と
な
っ
た
北
海
高
等
学
校
の

一
員
と
し
て
甲
子
園
に
出
場

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
町
民

一
丸
と
な
り
、
北
海
高
校
野

球
部
の
勝
利
に
つ
な
が
る
よ

う
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

町
行
政
報
告

▼
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
黒
松

内
分
室
統
廃
合
に
伴
う
施
設

の
無
償
譲
渡

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
行
政
報
告
を
し
た

黒
松
内
分
室
の
無
償
譲
渡
の

詳
細
に
つ
い
て
、
統
廃
合
と

な
る
令
和
３
年
４
月
１
日
付

で
土
地
、
建
物
の
無
償
譲
渡

を
受
け
た
い
と
考
え
て
お

り
、
施
設
の
利
用
方
法
、
管

理
経
費
の
負
担
割
合
な
ど
に

つ
い
て
は
町
内
組
合
員
や
関

係
機
関
と
協
議
し
、
家
畜
診

療
な
ど
に
支
障
を
来
す
こ
と

が
な
い
よ
う
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

▼
町
特
産
物
手
づ
く
り
加
工

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に

よ
る
管
理
運
営
の
検
討
・
準

備
に
関
す
る
協
定
書
の
締
結

　

加
工
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
運
営
の
検

討
・
準
備
に
関
す
る
協
定
書

を
令
和
３
年
１
月
20
日
付
で

締
結
し
た
。

▼
診
療
所
医
師
体
制
の
変
更

　

高
橋
所
長
が
本
年
７
月
か

ら
産
前
産
後
休
業
及
び
育
児

休
業
を
取
得
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
、
野
村
副
所
長
が

退
職
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
後

任
の
医
師
の
任
命
に
つ
い
て

遅
滞
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
指

定
管
理
者
と
協
議
し
て
い

行
政
報
告

議会は公開が原則です
☆　マナ・ヴェールに会議録の写しを置いてありますので御覧ください。

☆　町ホームページでは、過去に開催された議会の動画や議会広報しゅぶと川のバックナンバーを御

覧いただけます。

☆　年に４回開催される定例町議会や、必要に応じて開催される臨時町議会は、どなたでも傍聴でき

ます。開催日程については、町ホームページを御覧いただくか、議会事務局に直接お問い合わ

せください。

臨

時

会

【
行
政
報
告
】

教
育
行
政
報
告

▼
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
合
意
書

締
結

　

令
和
３
年
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

昨
年
12
月
に
本
町
が
ス
リ
ナ

ム
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
登
録
さ
れ
、
１
月
15
日
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
、
ス
リ
ナ
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
と
の
合
意
書
の
締
結

を
行
っ
た
。
調
印
終
了
後
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
実

施
す
る
な
ど
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。
今
後
も
選
手
の
応

援
な
ど
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

▼
世
界
文
化
遺
産
・
西
予
市

交
流
体
験
学
習

　

例
年
冬
期
間
に
中
学
２
年

生
の
参
加
希
望
者
を
対
象
に

実
施
し
て
い
た
世
界
文
化
遺

産
・
西
予
市
交
流
体
験
学
習

は
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
生

徒
の
感
染
対
策
を
十
分
取
る

こ
と
が
困
難
と
考
え
、
本
年

度
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
決

定
し
た
。

【
補
正
予
算
】

一
般
会
計

▼
ふ
る
さ
と
納
税
報
償
費
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
委
託
料
、
黒
小
施

設
改
修
工
事
請
負
金
な
ど
の

増
額
補
正
が
提
案
さ
れ
た
。

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

▼
老
人
保
健
施
設
の
地
下

ピ
ッ
ト
内
に
設
置
し
て
い
る

給
湯
用
の
配
管
が
老
朽
化
に

よ
り
破
損
し
た
こ
と
か
ら
、

取
替
え
に
要
す
る
費
用
の
増

額
補
正
が
提
案
さ
れ
た
。

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

第
１
回

１
月
25
日

家畜診療センター黒松内分室

寄贈されたピアノ

調印式
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昨
年
８
月
の

常
任
委
員
会
で
、
町
長
は
改

訂
と
な
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
想
定
さ
れ
る
雨
量
が
増

え
、
市
街
地
の
浸
水
箇
所
が

広
が
る
た
め
、
運
動
公
園
に

避
難
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

て
、
避
難
場
所
と
し
て
ト
イ

レ
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
防

災
の
観
点
か
ら
も
運
動
公
園

屋
外
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
現
在
ま
で

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁
・
鎌
田
町
長

　
現
在
の
運
動
公
園
屋
外
ト

イ
レ
は
、
昭
和
61
年
建
設
で

老
朽
化
が
進
ん
で
い
て
、
男

女
共
に
便
器
数
が
少
な
く
、

当
然
ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト
や
手

洗
い
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
な

ど
の
設
備
も
な
く
、衛
生
面
、

利
便
性
に
お
い
て
も
改
善
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
防
災
の
観
点
か

ら
、
本
町
で
最
も
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
災
害
は
、

過
去
に
何
度
も
大
き
な
被
害

を
受
け
て
き
た
水
害
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
改
訂

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も

い
わ
ゆ
る
１
，
０
０
０
年
に

一
度
の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た

際
に
は
、
黒
松
内
市
街
地
で

は
10
区
や
14
区
の
比
較
的
高

い
と
こ
ろ
を
除
き
、
大
半
が

水
没
す
る
浸
水
区
域
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水

が
引
く
ま
で
の
間
、
多
く
の

方
が
一
時
的
に
逃
げ
る
場
所

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
野

球
場
周
辺
は
市
街
地
か
ら
も

近
く
、
す
ぐ
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
多
数
の
自
家
用

車
な
ど
も
駐
車
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
広
域
避

難
場
所
の
中
で
も
特
に
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
場
所

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
時
的
な
避
難
と
は
い

え
、
２
～
３
日
程
度
は
水
や

食
料
、
衛
生
用
品
、
寝
具
の

ほ
か
、
ト
イ
レ
や
手
洗
い
場

な
ど
の
設
備
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
計
画
的

に
各
種
備
蓄
品
や
防
災
資
機

材
を
購
入
し
配
備
・
保
管
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
備

蓄
品
の
数
量
も
多
く
な
り
役

場
本
庁
舎
や
総
合
体
育
館
、

熱
郛
の
水
防
倉
庫
、
Ｊ
Ａ
の

倉
庫
、
大
成
地
区
生
涯
学
習

館
の
体
育
館
は
、
備
蓄
品
で

ほ
ぼ
一
杯
の
状
況
で
新
た
な

保
管
場
所
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
保
管
場
所
も
水
没
す
る

浸
水
区
域
に
あ
り
、
多
く
の

備
蓄
品
を
保
管
し
て
い
る
大

成
地
区
生
涯
学
習
館
の
体
育

館
は
、
一
番
人
口
が
集
中
し

避
難
場
所
も
多
い
黒
松
内
市

街
地
か
ら
離
れ
て
お
り
運
搬

に
時
間
が
掛
か
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ト
イ

レ
の
改
修
だ
け
で
は
な
く
、

備
蓄
品
の
保
管
場
所
な
ど
多

目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な

建
物
を
整
備
す
る
た
め
、
令

和
４
年
度
で
の
改
修
事
業
の

実
施
に
向
け
て
、
コ
ス
ト
や

有
利
な
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

再
質
問

財
源
の
話
も
出

ま
し
た
が
、
例
え
ば
本
町
の

野
球
場
を
よ
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
企
業
や
団
体
の
方
々

か
ら
も
資
金
的
な
面
で
応
援

し
て
い
た
だ
く
方
法
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま

す
。再

答
弁
・
鎌
田
町
長

　
財
源
に
つ
い
て
は
、
何
と

か
防
災
に
絡
め
た
国
の
財
政

支
援
や
有
利
な
起
債
が
な
い

か
、
ま
た
、
企
業
版
の
ふ
る

さ
と
納
税
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
活

用
で
き
な
い
か
、
関
係
す
る

課
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

忠
鉢
議
員

トイレの改修だけではなく、防災備蓄品の保管場所など多目的に利

用できるような建物を整備するため、令和４年度での改修事業の実

施に向けて、コストや有利な財源の確保について検討しています。

答�

弁

 運動公園屋外トイレの改修について

運動公園屋外トイレ改修
についての検討状況は 忠鉢廣喜議員

運動公園屋外トイレ
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一般質問

　
　
　
　
　 

２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
実

質
ゼ
ロ
を
表
明
す
る
自
治
体

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
本

町
で
も
総
合
計
画
の
中
に
お

い
て
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と

し
て
、
地
球
規
模
で
の
環
境

問
題
へ
の
対
応
を
掲
げ
て
い

る
の
で
、
今
後
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
進
め
る
考
え
は

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
を
起

因
と
す
る
気
候
変
動
は
、
世

界
中
の
人
々
や
生
態
系
に
影

響
を
与
え
る
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
各
国

に
お
け
る
地
球
温
暖
化
抑
制

に
関
す
る
意
識
も
急
速
に
高

ま
り
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
２
０
１
５
年
に
採
択
さ
れ

た
パ
リ
協
定
で
は
日
本
に
お

け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
削
減
目
標
を
２
０
１
３
年

に
比
べ
２
０
３
０
年
で
60
％

と
し
ま
し
た
。
こ
の
中
期
目

標
に
加
え
、
２
０
５
０
年
で

80
％
削
減
と
い
う
長
期
目
標

を
盛
り
込
ん
だ
国
の
計
画

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」

が
２
０
１
６
年
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
方
公

共
団
体
に
つ
い
て
も
住
民
や

企
業
も
含
む
地
域
全
体
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
の
抑
制
等

を
行
う
具
体
的
な
取
組
や
施

策
を
ま
と
め
た
中
長
期
的
な

実
行
計
画
、
こ
れ
を
「
区
域

施
策
編
」
と
言
い
ま
す
が
、

都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市

及
び
中
核
都
市
に
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
市

町
村
は
努
力
規
定
と
な
っ
て

い
て
、
本
町
も
策
定
義
務
は

な
い
た
め
、「
区
域
施
策
編
」

は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
な

お
、
法
律
に
基
づ
く
実
行
計

画
の
う
ち
、
全
て
の
自
治
体

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

「
事
務
事
業
編
」
は
、
平
成

18
年
に
本
町
で
も
策
定
済
み

で
す
。

　
台
風
な
ど
の
災
害
の
激
甚

化
に
よ
る
気
候
変
動
に
対
す

る
危
機
感
の
高
ま
り
や
小
泉

環
境
大
臣
に
よ
る
自
治
体
へ

の
呼
び
掛
け
な
ど
か
ら
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
を
表
明
す
る
自
治
体
が

急
増
し
て
い
て
、
こ
う
し
た

自
治
体
を
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
と
環
境
省
が
認
定

し
て
い
ま
す
。
本
年
２
月

26
日
時
点
で
２
８
９
自
治

体
、
内
訳
は
33
都
道
府
県
、

１
７
４
市
、
３
特
別
区
、
79

町
村
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
道
内
で
は
、
昨
年
２
月
に

古
平
町
が
表
明
し
、
次
い
で

札
幌
市
、
３
月
に
北
海
道
、

７
月
に
ニ
セ
コ
町
、
12
月
に

石
狩
市
、
本
年
２
月
に
釧
路

市
と
稚
内
市
が
表
明
し
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
、
積
雪
寒
冷
に

よ
る
冬
季
の
暖
房
や
自
動
車

へ
の
依
存
度
が
高
い
な
ど
の

地
域
特
性
が
あ
り
、
家
庭
や

運
輸
部
門
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
割
合
が
全
国

に
比
べ
多
く
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
て
い
る

市
町
村
は
少
な
い
状
況
で

す
。

　
今
後
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
を
進
め
る
の
か
と
い
う

御
質
問
で
す
が
、
本
町
の
場

合
も
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
を
目
指
す
上
で
大
き
な

柱
に
な
る
自
然
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
特
化
す
る
こ
と

や
森
林
整
備
を
更
に
進
め
る

と
い
っ
た
環
境
が
ま
だ
整
っ

て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
町
と
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
温
暖
化
対
策
の
取
組
を

進
め
て
き
ま
し
た
の
で
、
ま

ず
は
今
後
も
身
の
丈
に
あ
っ

た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
町
長
の
言
う
と
お

り
森
林
整
備
を
進
め
温
室
効

果
ガ
ス
の
吸
収
量
を
増
や
す

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
取
組
の
方

法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
表
明
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　
や
は
り
表
明
す
る
に
は
、

具
体
的
な
取
組
の
柱
が
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
本

町
が
取
り
組
め
る
行
動
で
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指

し
て
い
け
る
か
を
今
後
し
っ

か
り
と
見
極
め
、
可
能
で
あ

れ
ば
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

冨
田
議
員

答
弁
・
鎌
田
町
長

再
質
問

再
答
弁
・
鎌
田
町
長

 ゼロカーボンシティについて

今後ゼロカーボンシティ
を進める考えはあるか 冨田重義議員

ゼロカーボンシティを表明するには、具体的な取組の柱が必要にな

りますので、本町が取り組める行動でゼロカーボンシティを目指して

いけるかを今後しっかりと見極め、可能であれば進めていきたいと

考えています。

答�

弁
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町
で
は
、
公
共
施

設
等
に
お
い
て
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
の
共
用
部
に
つ
い

て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
は
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
カ
シ
ア
団
地
の

灯
油
タ
ン
ク
の
位
置
が
、
屋

根
か
ら
の
落
雪
範
囲
に
あ
り

危
険
な
た
め
、
移
設
す
る
な

ど
対
策
が
取
れ
な
い
か
併
せ

て
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
鎌
田
町
長

　
御
質
問
の
町
営
住
宅
共
用

部
の
照
明
器
具
で
す
が
、
現

在
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
住

宅
は
、
平
成
24
年
以
降
建
築

の
朱
太
団
地
Ｄ
棟
、
Ｅ
棟
、

Ｆ
棟
及
び
白
井
川
団
地
１
号

棟
、
２
号
棟
の
５
棟
で
す
。

こ
れ
ら
以
外
は
蛍
光
灯
で
す

が
、
朱
太
団
地
Ａ
～
Ｃ
棟
に

つ
い
て
は
、
同
じ
照
度
で
あ

れ
ば
従
来
型
の
蛍
光
灯
器
具

よ
り
30
％
程
度
節
電
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
Ｈ
ｆ
蛍
光
灯

と
呼
ば
れ
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー

型
蛍
光
灯
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
な
い

各
団
地
の
照
明
器
具
の
現
状

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
蛍
光

灯
や
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
が
劣
化

し
た
た
め
か
、
節
電
の
た
め

か
不
明
で
す
が
、
取
り
外
さ

れ
て
全
て
の
照
明
器
具
が
点

灯
可
能
に
な
っ
て
い
な
い
団

地
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
共
用
部
の
入
居
者
の

電
気
料
負
担
に
つ
い
て
は
、

１
戸
当
た
り
の
月
額
は
、
朱

太
団
地
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
蛍
光
灯

と
も
２
５
０
円
又
は
３
０
０

円
で
、
熱
郛
団
地
、
ア
カ
シ

ア
団
地
も
ほ
ぼ
同
額
で
す

が
、
満
室
で
な
い
棟
は
一
人

当
た
り
の
負
担
が
増
す
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
は
同
程
度
の
明

る
さ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
蛍
光
灯
を

比
較
し
た
場
合
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

半
分
の
電
力
の
消
費
量
に
な

り
ま
す
が
、
蛍
光
灯
に
間
引

き
等
が
あ
る
た
め
か
、
入
居

者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
、
Ｈ
ｆ
蛍
光
灯
、
従
来

型
の
蛍
光
灯
で
大
き
く
電
気

量
の
差
が
発
生
し
て
い
な
い

状
況
で
し
た
。

　
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す

る
た
め
に
は
、
照
明
器
具
を

本
体
ご
と
交
換
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
蛍
光
灯
を
間

引
い
て
い
る
状
況
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
は
発
光
部
分
と
本

体
部
分
が
一
体
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
間
引
く
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
相
当
数
の
蛍

光
灯
を
間
引
い
て
い
る
棟
で

は
負
担
が
増
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
試
算
で
は
、
未
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
団
地
の
共
用
部
の
照
明

を
単
純
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

し
た
場
合
の
事
業
費
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
と
算

出
さ
れ
る
こ
と
、
棟
ご
と
の

適
切
な
照
明
器
具
数
の
把
握

や
照
明
器
具
数
に
よ
っ
て
電

力
消
費
量
が
ど
う
変
化
す
る

か
、
入
居
者
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

ニ
ー
ズ
が
ど
の
程
度
あ
る
か

調
査
し
た
上
で
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　
次
に
、
ア
カ
シ
ア
団
地
の

灯
油
タ
ン
ク
の
件
で
す
が
、

タ
ン
ク
自
体
は
、
物
置
の
軒

を
通
常
よ
り
張
り
出
さ
せ
た

下
に
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接

落
雪
が
当
た
る
こ
と
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
冬
の
状
況
を
見
る

と
、
雪
が
多
か
っ
た
せ
い
も

あ
り
、
灯
油
タ
ン
ク
の
周
り

の
除
雪
が
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
基

本
的
に
は
除
雪
は
入
居
者
に

お
願
い
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
灯
油
タ
ン
ク
を
移
設
す
る

に
も
、
道
路
側
で
は
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
犠
牲
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど
、
な
か
な

か
い
い
場
所
が
な
い
状
況
で

す
。
担
当
課
で
調
べ
て
、
適

地
が
あ
る
か
ど
う
か
、
移
設

が
可
能
か
を
内
部
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

蛍光灯を間引いている棟では、ＬＥＤ化により負担が増になる可

能性も考えられますので、棟ごとの適切な照明器具数の把握やそ

れにより電力消費量がどう変化するか、入居者のＬＥＤ化ニーズ

を調査した上で対応していきます。

答�

弁

 町営住宅について　

共用部の照明器具について
ＬＥＤ化してはどうか 菅一議員

菅
議
員

共用部の照明器具

アカシア団地の灯油タンク
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一般質問

　
　
　
　
　 

こ
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
対
策

の
一
環
と
し
て
水
道
料
金
を

軽
減
す
る
自
治
体
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
本
町
の
水
道

料
金
は
一
般
用
で
、
基
本
料

金
が
10
ｔ
で
２
，０
５
０
円
、

超
過
料
金
は
１
ｔ
１
９
０
円

で
す
。

　
こ
の
水
道
の
基
本
料
金

は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
費
が
掛

か
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
人
口

が
少
な
い
ほ
ど
高
く
な
り
人

口
が
多
い
ほ
ど
安
く
抑
え
ら

れ
ま
す
。
本
町
の
料
金
も
決

し
て
安
く
な
い
と
い
う
中
で

は
、
子
育
て
支
援
策
の
一
環

と
し
て
、
水
道
基
本
料
金
を

軽
減
で
き
な
い
か
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
御
質
問
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
私
の
公
約
と
し

て
最
も
優
先
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
施
策
で
あ
り
ま
し

て
、
例
え
ば
学
校
給
食
の
無

償
化
、
乳
幼
児
・
児
童
・
生

徒
の
医
療
費
な
ど
多
く
の
事

業
を
実
施
し
て
き
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
予
算
ベ
ー

ス
で
３
，
０
０
０
万
円
く
ら

い
一
般
財
源
を
投
入
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
計

算
も
し
て
い
ま
す
。
今
の
厳

し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
で
き
る
限
り
子
育
て
世

帯
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
に
加
え
て

水
道
の
基
本
料
金
を
軽
減
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
水
道
料
金
は
基
本
料

金
と
超
過
料
金
が
あ
っ
て
、

使
用
量
に
応
じ
た
御
負
担
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
簡
易
水
道
特
別
会

計
は
、
事
業
を
運
営
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
御
負
担
を
い
た
だ
く
独
立

採
算
制
が
基
本
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

軽
減
に
よ
り
減
収
と
な
っ
た

基
本
料
金
に
つ
い
て
は
、
先

ほ
ど
の
２
つ
の
料
金
を
値
上

げ
す
る
か
超
過
料
金
に
上
乗

せ
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ど
こ
か
の
世
帯
に
し
わ

寄
せ
が
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
一
方
で
、
執
行
方
針
で
も

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
簡
易

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
企
業
会
計
を
適
用
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
目

的
と
い
う
の
は
、
独
立
採
算

制
を
採
用
す
る
地
方
公
営
企

業
に
お
い
て
、
資
産
を
含
む

経
営
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
持
続
可
能
な
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、
適

切
な
原
価
計
算
に
基
づ
く
料

金
水
準
の
設
定
な
ど
、
今
後

の
公
営
企
業
経
営
の
基
盤
強

化
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
水
道

事
業
は
公
平
、
公
正
、
透
明

性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
子
育

て
支
援
を
目
的
に
、
水
道
の

基
本
料
金
に
対
し
て
軽
減
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
か
の

世
帯
ま
で
影
響
す
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
慎
重
に

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
独
立
採
算
制
の
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
子

育
て
対
策
の
一
環
と
し
て
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
な
け

れ
ば
、
水
道
料
金
は
軽
減
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
考
え
は
あ

る
か
、
再
度
町
長
に
伺
い
ま

す
。

　
子
育
て
対
策
と
し
て
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
軽
減

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
や
は
り
水
道
料
金
は

町
民
の
皆
さ
ん
に
応
分
の
負

担
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
て
特
定
の
世
帯
だ
け

を
軽
減
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
澤
議
員

答
弁
・
鎌
田
町
長

再
質
問

再
答
弁
・
鎌
田
町
長

 子育て世帯の水道基本料金の軽減について

子育て支援策の一環として、
水道基本料金の軽減策を検討してはどうか 岩澤史朗議員

水道会計は、事業を運営するために必要な経費は利用者の皆さんに

御負担をいただく独立採算性が原則ですので、特定の世帯を対象と

した軽減策は、慎重に判断しなければならないと考えています。

答�

弁

黒松内町の水道料金

基本料金
（１０ｔ）

２，０５０円

超過料金
（１ｔ）

１９０円

お
こ
と
わ
り

紙
面
の
都
合
で
質
問
内

容
を
要
約
し
て
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
御

了
承
願
い
ま
す
。
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議員提案による条例

パブリックコメントの

結果及び町議会の考え方

はこちらからチェック！

黒
松
内
町
に
放
射
性
物
質
等
を

 

持
ち
込
ま
せ
な
い
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

１
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
前
回
委
員
会
開
催
時
に
委
員
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
、
菅
委
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
提
案
理
由

の
説
明
を
受
け
た
。

　

修
正
し
た
条
例
案
を
も
っ
て
１
月
27
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
全
部
で
10
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の

意
見
に
つ
い
て
３
月
３
日
に
再
度
委
員
会
を
開
催
し
町
議
会
と
し
て
の

考
え
方
を
決
定
し
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
た
。

　

３
月
11
日
に
開
か
れ
た
委
員
会
で
採
決
を
行
い
、
修
正
案
及
び
修
正

部
分
を
除
く
原
案
共
に
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
の
採
決
で

も
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

黒松内町に放射性物質等を持ち込ませない条例

　（目的）

第�１条　この条例は、放射性物質等による被害から町民の生命と財

産を守り、現在及び将来において町民が安心して暮らせる生活環

境を保障し、自然と調和した地域の発展に資することを目的とす

る。

　（定義）

第２条　この条例において「放射性物質等」とは、次に掲げるもの

　をいう。

（１）原子力関連施設から発生する使用済燃料

（２�）前号に規定する使用済燃料を再利用又は廃棄する過程で発生

する様々なレベルの放射性物質

　（基本原則）

第�３条　町は、いかなる場合も放射性物質等を町内に持ち込ませな

い。

２�　町は、放射性物質等の処分、保管及び研究等に関する全ての調

査及び施設の建設を受け入れない。

３�　この条例は、医療用放射性物質の利用を妨げるものではない。

　（町の責務）

第�４条　町は、この条例の趣旨を遵守し、必要があると認められる

場合は、前条の基本原則に基づいた施策を実施しなければならな

い。

　（町民の責務）

第�５条　町民は、この条例の趣旨にのっとり、町が実施する施策に

協力するよう努めなければならない。

　　　附　則

この条例は、公布の日から施行する。

議員提案による条例
可
決
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総務経済 常任委員会

請
願
　
不
採
択

新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
残
土
に

関
す
る
請
願
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請

願
に
つ
い
て
、
３
月
３
日
に

開
催
さ
れ
た
委
員
会
に
お
い

て
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
り
、
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
委
員
長

か
ら
審
査
経
過
と
結
果
が
報

告
さ
れ
、
そ
の
後
の
採
決
で

も
賛
成
少
数
で
不
採
択
と

な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

２
月
24
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
及
び
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
各
担

当
課
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

〇
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
活

用
事
業

　

㈱
ブ
ナ
の
里
振
興
公
社
の

減
収
見
込
へ
の
経
営
支
援
金

と
し
て
８
０
０
万
円
、
町
内

飲
食
店
及
び
食
品
小
売
業
者

へ
の
経
営
支
援
金
と
し
て

４
１
０
万
円
、合
わ
せ
て
１
，

２
１
０
万
円
を
第
１
回
定
例

会
に
補
正
予
算
と
し
て
提

案
。
地
方
創
生
臨
時
交
金
の

残
額
、
６
，
４
２
７
万
７
，

０
０
０
円
は
今
後
の
令
和
３

年
度
の
事
業
で
活
用
予
定
。

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
優

先
に
接
種
を
開
始
し
、
そ
の

後
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
高

齢
者
施
設
等
の
従
事
者
、
一

般
の
方
と
順
次
接
種
を
実
施

す
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー

製
で
、
１
回
目
の
接
種
後
３

週
間
空
け
て
２
回
目
の
接
種

と
な
る
。

　

接
種
会
場
は
ブ
ナ
の
森
診

療
所
で
、
接
種
券
は
順
次
発

送
予
定
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー

改
修
事
業
に
つ
い
て

　

２
月
24
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
担
当
課
よ
り
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
事
業
費
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。

　

令
和
３
年
度
は
詳
細
設
計

を
行
い
、
令
和
４
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
に
か
け
て
発
酵

棟
の
改
修
工
事
を
行
う
予
定

で
あ
る
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

総務経済 常任委員会

内浦トンネル発生土受入地（令和２年７月撮影）
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予
算
審
査

特
別
委
員
会

　
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

３
月
12
日
、
15
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
を
行
っ
た
。
そ
の
審

査
意
見
を
基
に
、
各
会
計
予
算
を
第
１
回
定
例
会
最
終
日
に
可
決
し

た
。

　
特
別
委
員
会
で
は
多
く
の
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。
議
論
さ
れ
た
項

目
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
、
要
約
を
掲
載
し
ま
す
。

答　

住
民
課
長　

現
在
の
ク

リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
屋
根
形
状

で
は
１
基
30
万
円
掛
か
り
、
町

が
８
割
、
行
政
区
で
２
割
を
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

片
屋
根
に
し
た
り
、
サ
イ
ズ

を
小
さ
め
に
す
る
と
少
し
安
く

で
き
る
の
で
、
安
価
に
な
る
よ

う
い
ろ
い
ろ
な
形
状
を
検
討

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

問　

老
朽
化
の
著
し
い
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
更
新
す
る
場

合
、
町
内
会
で
の
負
担
も
大
き
い
た
め
、
現
在
の
ク
リ
ー
ン

ボ
ッ
ク
ス
の
形
状
を
変
え
る
な
ど
し
て
安
価
に
で
き
な
い

か
。

ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
の

更
新
を
安
価
に

で
き
な
い
か

菅 一 委員

答　

企
画
環
境
課
長　

ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
の
端
末
は
商
店

街
協
同
組
合
で
㈱
ブ
ナ
の
里

振
興
公
社
に
３
台
配
付
し
て

い
ま
す
が
、
道
の
駅
で
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
た

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、

道
の
駅
で
の
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
が
で
き
な
い
か
組
合
等
に

話
を
し
て
い
ま
す
。

問　

道
の
駅
で
付
い
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
歌
才
自
然
の
家
か

黒
松
内
温
泉
に
行
か
な
け
れ
ば
付
与
し
て
も
ら
え
ず
、
不

便
が
生
じ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
端
末
を
道
の
駅

に
も
置
い
て
ほ
し
い
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の

予
備
端
末
の
確
保
及
び

利
用
の
促
進
を

田中春治 委員

審 査 意 見
【
一
般
会
計
】

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
事
業
に
つ
い
て
、
本

事
業
が
継
続
、
発
展
で
き
る
よ
う
な
方
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
福
祉
バ
ス
管
理
運
行
業
務
に
つ
い
て
、
利

用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
定
期
的
に
運
行

路
線
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、
更
新
の

際
の
行
政
区
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
形

状
変
更
や
大
き
さ
等
も
含
め
て
安
価
な
も

の
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
に
つ
い

て
、
再
度
、
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

○
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
運
営
事
業
に
つ
い
て
、

予
備
端
末
の
確
保
と
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
観
光
協
会
の
事
務
所
の
場
所
に
つ
い
て
、

再
度
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
各
特
別
会
計
】

簡
易
水
道
特
別
会
計

○
意
見
な
し

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
意
見
な
し

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
意
見
な
し

老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

○
意
見
な
し

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

○
意
見
な
し

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計

　

○
意
見
な
し
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昨
年
12
月
11
日
開
催
の
特

別
委
員
会
に
お
い
て
現
在
１

つ
で
あ
る
常
任
委
員
会
を
２

つ
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
、
平
成
23
年

に
当
時
２
つ
あ
っ
た
常
任
委

員
会
を
１
つ
に
統
一
し
た
経

緯
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
を
受
け
た
。

　

平
成
23
年
に
行
わ
れ
た
全

員
協
議
会
に
お
い
て
議
員
定

数
を
１
減
と
決
定
し
、
併
せ

て
常
任
委
員
会
を
１
つ
と
す

る
こ
と
も
決
定
し
た
。

　

常
任
委
員
会
を
再
度
２
つ

と
す
る
場
合
、
委
員
会
条
例

や
議
会
運
営
に
関
す
る
規
程

の
一
部
改
正
、
委
員
長
報
酬

の
補
正
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

委
員
か
ら
は
常
任
委
員
会

が
１
つ
と
な
っ
た
こ
と
で
議

員
協
議
会
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
、
委
員
会
へ

の
付
託
案
件
が
多
く
な
っ
て

お
り
活
動
し
き
れ
て
い
な

い
、
常
任
委
員
会
を
２
つ
に

し
て
専
門
性
を
持
た
せ
た
ほ

う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
の
ほ
か
、
常
任
委

員
会
が
１
つ
で
も
不
都
合
は

な
か
っ
た
、
常
任
委
員
会
を

２
つ
に
す
る
と
所
属
し
て
い

な
い
委
員
会
の
こ
と
が
分
か

ら
な
い
の
で
ネ
ッ
ク
で
あ

常
任
委
員
会
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

議
会
報
告
会
の
事
例

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
議
会
報
告
会

を
開
催
で
き
な
か
っ
た
が
、

仁
木
町
議
会
に
お
い
て
動
画

配
信
で
の
議
会
報
告
会
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先

進
的
な
取
組
事
例
と
し
て
委

員
全
員
で
仁
木
町
議
会
報
告

会
の
動
画
を
視
聴
し
た
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も
、

議
会
報
告
会
の
実
施
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
の
方
法
を
取
り
入
れ
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
今
後

も
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

議論の様子

プロジェクターを使用した議会報告会動画の視聴

る
、と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
継
続
し

て
議
論
を
行
っ
て
い
く
。

議会活性化特別委員会
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 ３月

　３日　総務経済常任委員会

　４日　議会運営委員会

　８日　第１回定例会（提案説明）開会

　９日　休会

　10日　休会

　11日　第１回定例会（一般質問）

　　　　総務経済常任委員会

　12日　予算審査特別委員会（１日目）

　15日　予算審査特別委員会（２日目）

　　　　各課説明会

　16日　第１回定例会（採決）閉会

　　　　議会活性化特別委員会

議会の動き

編

集

後

記

　
議
会
広
報
２
１
４
号
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。

　
本
号
は
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
で
の
議

決
内
容
や
一
般
質
問
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
の
審
査
結
果
、
臨
時
会
な
ど
の
内
容
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
未
だ
に
収
束
し
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
。
対
応
が
長
引
く
に
つ
れ
、
慣
れ

か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
の
関
心
の
低
さ

が
収
束
を
遅
延
さ
せ
て
い
る
の
で
は
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
北
海
道
の
豊
か
な
自
然
を

次
世
代
へ
、
環
境
を
考
え
る
絵
本
「
10
万
年

後
の
未
来
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
文
は
本

町
出
身
の
高
校
生
で
あ
る
新に

い

川か
わ

文あ
や

さ
ん
が
考

え
、
絵
は
町
内
在
住
の
水
彩
画
家
で
あ
る
上

田
茂
さ
ん
が
描
い
て
い
ま
す
。

　
文
さ
ん
は
優
し
い
表
現
で
語
り
か
け
て
い

ま
す
。
問
題
を
先
送
り
に
せ
ず
、
正
面
か
ら

し
っ
か
り
と
対
話
を
し
、
こ
れ
か
ら
の
世
代

を
引
き
継
ぐ
若
者
た
ち
へ
よ
り
よ
い
自
然
環

境
を
残
す
こ
と
が
今
の
大
人
の
責
任
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
長
　
冨
田
　
重
義

　
　
　
副
委
員
長
　
忠
鉢
　
廣
喜

　
　
　
委
　
　
員
　
蛯
沢
　
儀
弘

　
　
　
　 

〃 

　
　
田
中
　
春
治

　
　
　
　 

〃 

　
　
菅

　
　
　
一

○ 発行　黒　松　内　町　議　会
○ 編集　広 報 編 集 委 員 会

〒 048-0192
北海道寿都郡黒松内町字黒松内 302 番地 1
TEL 0136-72-3314 （直通）
FAX 0136-72-3830
MAIL gikai@town.kuromatsunai.hokkaido.jp 

この広報は、震災復興型カーボンオフセット用紙を使用し、Co2削減事業並びに東北経済
復興を応援しています。また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

・議長宛の文書は、議会事務局まで

お届けください。

・この広報誌についての御意見等が

ございましたら議会事務局まで御

連絡ください。

お　 願　 い

提案権とは・・・
　提案権とは議会に議案を提出する権限のことをいいます。

　発案権あるいは議案提出権ともいいます。

　地方議会においては、地方公共団体の長、議員及び委員

会に提案権が認められており、今回の第１回定例会におい

て、議員提案による条例が可決されました。

 ４月

　２日　教職員辞令交付式

　13日　北海道横断自動車道「蘭越～倶知安間」計画段階

　　　　評価着手のお礼（東京都）

　28日　第２回臨時会

 ５月

　10日　後志総合開発期成会定期総会（ニセコ町）

　14日　第３回臨時会

 ６月

　４日　後志総合開発期成会中央要望（東京都）

議 会 豆 知 識

次回の定例会は

６月14日（月）～
を予定しています。

※日程は変更になる

場合があります。

詳しくは町ＨＰで御

確認ください。
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